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神
拝
と
角
力
秋
の
お
渡
り

長
尾
神
社
境
内
と
本
殿
（
中
央
奥
）
‖
奈
良
市
阪
原
町
で

長
尾
神
社
は

大
柳
生

柳

生

邑
地
と
と
も
に
｢
神
戸
四

箇
郷
」
と
称
さ
れ
旧
春
日
大

社
領
だ
っ
た
奈
良
市
阪
原
町

に
鎮
座
し
ま
す
。
祭
神
は
庶

民
安
楽
と
五
穀
豊
穣
の
神

で
あ
る
熯
速
日
命
で
す
。

境
内
奥
の
小
高
い
所
に
祭

ら
れ
て
い
る
本
殿
は

春
日

造
(
正
面
の
柱
間
が
一
つ
で

切
り
妻
屋
根
で
棟
と
直
角
な

面
に
入
り
口
が
あ
る
様
式
)

の
檜
皮
葺

安
土
桃
山
時
代

に
春
日
大
社
本
殿
を
移
し
た

も
の
で
重
文
指
定
さ
れ
て
い

ま
す

本
殿
周
囲
に
は
末
社

社
と

元
は
近
く
の
南
明

寺
境
内
に
鎮
座
し
て
い
た
御

霊
神
社
が
鎮
ま
り
ま
す
。

境
内
に
は
奈
良
市
指
定
文

化
財
の
能
舞
台
が
あ
り
、
所

蔵
の
白
色
尉
な
ど
能
面
四

面
は
い
ず
れ
も
室
町
時
代
の

作
で
県
指
定
文
化
財
で
す
。

月
第
２
日
曜
に
行
わ
れ

る
秋
の
例
大
祭
で
は
、
能
舞

台
と
南
明
寺
の
御
旅
所
で
、

「
神
拝
」
と
「
角
力
」
と
呼

ば
れ
る
神
事
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。
集
落
６
地
区
の
大
人
約

人
か
ら
笛
、
太
鼓
な
ど
を

担
当
す
る
神
拝
役
７
人
や
角

力
の
力
士
役
２
人
が
選
ば
れ

ま
す
。
大
人
は
子
ど
も
と
共

に
、て
ん
ぐ
を
先
頭
に
、弓
、

毛
や
り
、
神
輿
、
笛
と
太
鼓

の
鳴
り
物
な
ど
で
行
列
を
作

り
、
長
尾
神
社
か
ら
南
明
寺

ま
で
お
渡
り
し
ま
す
。

２
０
２
６
年
３
月
、
県
内

の
山
間
農
村
の
伝
統
的
祭
礼

に
神
事
芸
能
の
継
承
を
示
す

点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
「
阪

原
の
神
事
芸
能
」
と
し
て
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
理
事

本
井
良
明
）


